
 ４月６日（金）、午前は教頭先生を始め１１名の先生方をお迎え
して新任式・始業式が行われました。午後には２４０名のフレッ
シュな新入生を迎え、入学式が挙行されました。 
 「自主自律の精神を尊び、自分自身を律し、将来の夢に向かっ
て自分たちの力で道を切り開いていきます。」 
 新入生代表の言葉 １年 稲元 あかり（古川南中学校出身） 
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 入学間もない新入生は、模範となる上級生から激励
の言葉を贈られた後、緊張の面もちで応援団に入団し
ました。毎年盛り上がる部活動紹介では、各部が趣向
を凝らし、例年より熱のこもったものとなり、新入生
への歓迎と活躍を期待している上級生の強い思いが伝
わる式となりました。 
       ３年 水上 麗奈（古川中学校出身） 
   「憧れだった古川高校に入学できた喜びをかみしめるととも

に、ここからが本当のスタートだと身の引き締まる思いで対面
式を迎えました。新しい環境の中で、さらに広がる人間関係や
レベルの高い授業についていけるかなど、不安は尽きません。
しかし、これから始まる高校生活に対して大きな期待も抱いて
います。体育祭、古高祭などの行事もとても楽しみにしていま
す。まだまだ未熟な私たちですが、歴史と伝統ある古川高校の
一員として精一杯頑張ります。」 
 新入生代表挨拶 １年 安  友希乃（古川東中学校出身） 

 今年、我々は定期戦四連覇という目標を掲げたが、僅差で敗
れてしまった。今年の応援練習は、昨年の反省からインフルエ
ンザの予防など体調管理に気を配り、定期戦本番では古高全体
が一つとなって戦い抜いた。来年の定期戦は、今年の敗戦をバ
ネにして、より一層力のこもった応援で選手を鼓舞し、築高を
圧倒してもらうことが我々の願いである。そして後輩たちが前
人未踏の定期戦六連覇を成し遂げてくれることを期待する。            
    応援団長 ３年 今野 壮琉（古川北中学校出身） 
  

  

 ５月３日（木）、古川高校は創立１２２年目を迎えました。 
卒業生は26,172人、各界で活躍しています。本校はこれまで 
一段高いレベルでの文武両道を実践してきました。 
これからも１２２年の歴史と伝統を誇りとして、古高の歴史
に新たな１ページを刻むべく挑戦し続けます。  



  

  団体は、昨年に続いての優勝。個人出場の 
３年 千坂 亮智（古川東中学校出身） 
３年 伊藤 文弥（古川東中学校出身）組は、 
地区の大会は六連覇中で、まさに大崎で無敵の
二人です。破竹の勢いで県総体へ臨み、今年度
も昨年度に引き続きインターハイ出場を勝ち取
るべく、日々練習に励んでいます。 

                  

 古高ソフトボール部は、宿敵「白石工業高」
の前に何度も悔しい思いをしてきました。しか
し、県大会ではその雪辱を果たし、全国選抜大
会へ出場することができました。日々ご指導し
てくださっている顧問の先生やサポートしてく
れているマネージャーや保護者の方々へ少しは
恩返しできたのかなと思います。６月の県大会
ではチーム一丸となって優勝を勝ち取り、最大
の目標であるインターハイ出場へ部長として
チームを導きたいと思います。 
 ソフトボール部 部長 
   ３年 髙橋 真弘 （田尻中学校出身） 
 


